
Ⅱ 公 2 （緑の募金事業会計） 

 

「長野県ふるさとの森林づくり条例」の基本理念である「県民の理解と主体的な参加」 

を念頭に、「緑の募金」運動を積極的に展開し、森林づくりと緑づくりの大切さの普及啓 

発に努めました。 

  また、４月１日から５月 31 日までの「緑化推進特別強調月間」を中心に、5 月 4 日み

どりの日には長野市トーゴ広場周辺等での街頭募金や広報活動を行うなど緑を守り育て

る緑化意識の高揚に努めるとともに緑の募金活動を積極的に展開しました。 

  県民各位からの緑の募金への寄附金は経済の好循環がなかなか地方へ届かない状況の

もと、緑の募金を推進する環境が厳しい中、各地区緑化推進団体や市町村をはじめ多くの

関係者の御協力と県民各位の御理解をいただきましたが、募金総額７，９２３万円余で、

対前年比９７．５％となり、８千万円を下回る結果となりました。 

（詳細は別紙１，２のとおり） 

  「地区事業」を通じて、地区緑化推進団体が各地区の実情に応じながら主体性を持って

実施しました。 

「緑の募金による公募事業」を通じて森林づくりや身近なみどりづくり、県産材の利活

用、森林環境教育などに係る地域における自発的な活動を支援しました。 

平成 28 年に長野県で開催する全国植樹祭の成功を期するため、第 67 回全国植樹祭開

催準備事業を実施した。 

次代を担うみどりの少年団が行う森林・環境緑化等に関する学習実践活動に対して長野

県みどりの少年団連盟を通じて支援しました。 

 

１ 緑の募金活動 

 

（１） 緑化推進の啓発宣伝 

 ア 広告、ＣＭ等キャンペーン 

緑化思想の普及啓発のため、新聞各社への緑化広告の掲載、テレビ等によるＰＲを 

「緑化推進特別強調月間」（4 月 1 日～5 月 31 日）中に、「ひろげよう 大地うるお 

す 植樹の輪」を国土緑化運動標語にして行った。 

・ 新聞広告掲載    4 月 1 日他 ６社掲載（信濃毎日新聞、朝日新聞、読売 

新聞、毎日新聞、中日新聞、産経新聞） 

・ ラジオＣＭ     ＳＢＣ  28 回放送（３/３１～4/１３）  

・ 街頭募金      ５月４日（みどりの日） 

・ 着胸キャンペーン  緑の羽根、ピンバッジ着胸を促進した。 

 

  イ 緑の相談 

    県民の緑の保全、緑化木等への理解と関心が深まるよう、身近な緑化樹木の衰 

弱や病害虫等樹木に関する相談に対して迅速に対応する相談窓口業務を日本樹木 

医会県支部、県造園建設業協会に委託して実施した。 



  ・ 相談件数  ２１件 

 

（２）募金資材の購入 

    募金活動の効率的な展開を図るため、緑の羽根、家庭募金用封筒等の募金資材の購 

入や募金ＰＲのためのチラシの作成等を行った。 

  

（３）募金活動の推進 

４月 1 日から５月３１日までの「緑化推進特別強調月間」を中心に、家庭募金、職 

場募金等を行った。特に 5 月 4 日のみどりの日には、須坂園芸高校など北信地区の３

高校生徒等の協力を得て、長野市トイーゴ広場などで街頭募金を行った。 

また、平成 2６年募金活動の円滑な推進・適正化を図るため、地区緑化推進団体と 

の合同会議を、７月１４日に塩尻市内、12 月１９日長野市内において２回開催し、 

活動展開方針等について協議した。 

  

 ２ 公募事業の実施 

特定非営利活動法人など募集要件を満たす団体が自発的に地域や社会ニーズに基づい 

た環境緑化、森林の整備、木材の利活用及び野生動物との共生など公益的な活動を展開 

することを促進するため、「緑の募金」を活用した公募事業を募集したところ、２０団 

体から２０件の応募があった。 

１件の事業が取下げられ、実績として１9 件に対して３，５９０，２５０円を交付した。

なお、事業の取下げ等により、予算残額が生じるため、「緑の募金公募事業」等をさらに

ＰＲするための現場設置用の看板を作成した。 

（詳細は別紙３のとおり） 

 

 ３ 緑化の推進等 

 

（１）森林の整備 

      森林整備に対する県民の意識の向上と理解を深めるため、森林整備に要する苗木・ 

作業用具の購入、指導者の謝金、傷害保険等の経費に対して交付金を交付し、下刈、 

枝打ち、除間伐など実施した。 

 

・ 実施箇所  ２５箇所、 整備面積  ３５ha 

 

（２）森林整備講演会・研修会等の開催  

  ア 森林づくりの重要性、地球温暖化防止に係わる森林の役割等を周知するために各 

地区で行われた講演会・研修会の開催に要する会場使用料、資料代、資材購入、講師 

謝金、傷害保険等の経費及び山火事防止の広報活動、松くい虫被害対策活動等に交付 

金を交付した。 

・ 実施箇所  ６ 箇所、  参加人員 ２，９７８ 人 



（３）公園等公共施設の緑化 

ア 学校緑化 

    学校校内環境の緑化、学校林の整備等のため、苗木や作業用具購入、指導者謝金等 

の経費に交付金を交付した。 

 

・ 実施校 ３２ 校   苗木本数 １，２１２本（ドウダンツツジ、アンズ他）  

                 

 

イ 公園等公共施設の緑化 

    公園、公民館、福祉施設等の公共施設の環境緑化を図るための苗木購入、作業用具 

購入、指導者謝金等の経費に交付金を交付した。 

 

・ 実施箇所  ２３３ 箇所、 苗木本数 １３，７５８ 本（ミツバツツジ、        

サツキ、ドウダンツツジ、ヤマボウシ、ミズナラ他） 

 

（４）苗木の配布 

    生活環境の緑化や緑に対する関心を高めるため、県下各地で開催される緑化木頒布 

会等の苗木等購入経費に交付金を交付した。 

 

実施箇所 397 箇所、 配布本数 ４４，１３２ 本（ドウダンツツジ、サツ 

キ、ヤマザクラ、ナナカマド、ブルーベリー、 

アメリカハナミズキ、モクレン他） 

 

（５）植樹・育樹祭等行事    

森林づくりに対する意識や緑を守り育てる緑化意識の高揚に努め、積極的に緑づく 

   りへの参加を促進するため、地区緑化推進団体や、市町村等で行う植樹・育樹祭等行 

事の開催に必要な経費に交付金を交付した。 

 

・ 実施箇所 ３０ 箇所、  植樹本数 ２１，９９８ 本（カラマツ、サワラ、 

ヒノキ、ナナカマド、ミズナラ、コナラ、エノキ、 

ニシキギ他） 

                   育樹面積  ２４ ｈａ 

 

（６）コンクール・講演・研修会等の開催     

森林・林業のＰＲ及び緑化思想の普及啓発を図るための各種コンクール及び緑化功 

労者の表彰式等が県下８会場で開催され、それに係わる経費に交付金を交付した。 

 

 

 



（７）第 67 回全国植樹祭の開催準備 

   平成 28 年に長野県で開催する全国植樹祭の成功を期するため、第 67 回全国植樹

祭開催準備事業として、森林整備や緑化の推進活動への支援や開催準備のための資材

等を購入する第６７回全国植樹祭長野県実行委員会に対し、助成金を交付した。 

   （詳細は別紙４のとおり） 

 

４ みどりの少年団の育成 

   次代を担う少年たちが、自然とのふれあいを通じて緑を愛し育てる心を養い、人間性 

豊かな健康で明るいこども達に育むため、県下 17６のみどりの少年団が実施した森林・ 

環境緑化等の学習実践活動に対し、長野県みどりの少年団連盟を通じて助成するととも 

に地区事業として実施した少年団の実践活動に対して交付金を交付した。 

また、少年団活動の一層の活性化を図るため、県下の少年団の代表の参加のもと長野 

県みどりの少年団交流集会を長野県みどりの少年団連盟と共催実施した。 

 

・ 長野県みどりの少年団交流集会(長野市青少年錬成センター) 

       8 月７～８日   参加者  １９団  ８７名（引率者含） 

 

 

 

 

 

 

 


